い、 また 時 経て その 花びら を 食用に する ことまで も 

習った。 私 は 習い おぼえた かぎり を 田 中 一 三に 教えた。 

きょう 私 は 最初に その 花 を 教えて くれた ひとに 向つ 

て 愚痴 を 繰 返す こと を 情ない 慰 さめと して 持って いる。 

この 誹謗 もまた その 輪の ほか を 出られない。 恥 を 知る 

まえに、 ただ 私 はさび しい。 私 はい まも あんなに ぁリ 

ありと 心に 帰る あの 高原の ィメ ー ジ のために 頰を 濡ら 

した。 

夏の 逝く ころ、 私 は ゆえ もな く紀の 国の 外側の 輪廓 

を 海岸 ゃ浪の 上を迪 りい ちばん ii しくめぐ つた。 信 濃 



底本 ： 「日本の 名 随筆 S 夏」 作品 社 

1984 (昭和 S) 年 4 月お 日 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「立 原 道 造 全集 第三 巻」 角 川 書店 

1971 (昭和^) 年 8 月 

入力 ： 砂場 清隆 

校正 ： 菅野朋 子 

2 000 年 7 月？ 5 日 公開 

2 006 年 1 月 2 日彦正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



